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2 産 廃

　平成27年度の不法投棄防止専門部会が開催されました。

　県循環型社会推進課から小野廃棄物対策主幹、会田課長補佐、荒井主査、各総合支庁環境課の

担当者様にご出席を賜り、次の内容について部会員と意見・情報の交換を行いました。

　【協議内容】

　・平成27年度の県内における不法投棄の現状と活動状況について

　・平成27年度の各総合支庁における不法投棄の現状と活動状況について

　・平成28年度県の不法投棄防止対策について

　・専門部会員の改選について

　【意見交換】

　・今後の法改正の動きについて

不法投棄防止専門部会の開催について

で き ご と
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不法投棄防止専門部会資料

山形県環境エネルギー部循環型社会推進課

平成27年度の不法投棄防止対策等について

１　不法投棄の現状

　　箇所数の推移（１箇所30㎡以上の箇所）

　　現状

　　①　原状回復未済箇所の推移

　市町村や関係団体等で構成する「不法投棄防止対策協議会」が中心となり、不法に投棄

された廃棄物の処理を行い、平成15年度の71箇所から平成27年12月末では14箇所まで減少

している。

　　②　新規発見箇所の推移

　　　　平成12年度以降は、年々減少傾向にある。

　減少の要因としては、法改正による罰則の強化、不防協による広報啓発活動やパトロー

ル活動などの抑止効果が考えられる。

　　③　投棄物の種類

　家庭系一般廃棄物（廃家電、空き缶、空き瓶、粗大ごみ等）が大半を占めるが、農業関

連廃棄物（農機具等）や建設系廃棄物も多い。

２　防止対策

　　不法投棄防止対策協議会

　　不法投棄及び海岸漂着ごみ削減強化月間（５月、10月）の設定

　平成11年度から、毎年５月、10月を「不法投棄及び海岸漂着ごみ削減強化月間」に設定し、

県や関係機関並びに県民を挙げて不法投棄の早期発見、未然防止のための啓発活動等を集中

区　　　　分 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H2712月
新規発見箇所数 46 58 48 48 36 29 35 35 40 27 15 22 24
原状回復終了箇所数 122 94 44 45 37 33 42 34 48 29 16 24 28
原状回復未済箇所数 71 35 39 42 41 37 30 31 23 21 20 18 14

組織 平成４年度から４支庁に設置。事務局：支庁環境課

構成 県、市町村、（一社）山形県産業廃棄物協会、（一社）山形県建設業協会、警察等

事業

⑴　パトロール
　５，10月のパトロール強化月間を中心に、県内全域のパトロール、投棄者の調査、
原状回復の支援等を実施。

⑵　原状回復
　①　Ｈ24年度　12箇所、299名参加、65ｔ回収。161箇所に看板設置。
　②　Ｈ25年度　16箇所、288名参加、23.95ｔ回収。119箇所に看板設置。
　③　Ｈ26年度　14箇所、371名参加、117.44ｔ回収。260箇所に看板設置。



4 産 廃

的に実施している。

　　①　不法投棄防止対策協議会（＝再掲）

　県内全市町村について、投棄場所の調査、啓発活動等を実施。

　　②　スカイパトロール（平成１０年度～）

　県防災ヘリ「もがみ」、県警ヘリ「がっさん」、海保ヘリ「うみすずめ」を活用し上空か

らパトロールを実施。

＊平成10～ 13年度は県単独、平成14年度から東北６県、北海道、新潟県連携事業として

実施（幹事県：岩手）。平成15年度から県警、酒田海上保安部と合同で実施。

　　③　南東北３県合同県境パトロール（平成15年度～、10～ 11月に実施）

　隣接県が、合同で県境のパトロールを実施

　主な事業内容：合同会議、現地パトロールなど

※現地パトロールは、合同会議前に各関係機関が独自に県境パトロールを必要に応

じて実施する。

　　　◇組み合わせ

　　　　・山形・宮城県境北部：

　　　　　村山・最上支庁、尾花沢市、最上町、大崎保健所、大崎市、加美町・色麻町

　　　　・山形・宮城県境南部

村山・置賜支庁、山形・上山・東根市、高畠町、仙南保健所、仙台市、川崎・蔵王・七ヶ宿町

　　　　・山形・福島県境：

置賜支庁、米沢市、高畠・飯豊町、会津・県北地方振興局、福島・喜多方市、猪苗代・北塩原町

　　④　南東北３県一斉車両検問（平成18年度～ 10月に実施）　

　産業廃棄物運搬車両の一斉検問を山形県、宮城県、福島県、仙台市、郡山市、いわき市

時　　期 地　　　　　区 結　　　果

Ｈ26年度

春季（６／３）

置賜－防災（高畠・米沢・飯豊・長井・南
陽・白鷹）、庄内－海保（鶴岡・酒田・遊佐）
最上－県警（舟形・大蔵・鮭川・真室川・
新庄・最上）

庄内：指導１箇所（保管

上限超過）

秋季（10／７） 庄内－防災 なし

Ｈ27年度

春季（６／２） 置賜－県警（高畠・米沢・小国・白鷹） なし

時　期 場　　　　所 結　果

Ｈ27年度

９／８
山形・宮城県境北部
　場所：宮城県大崎市鳴子公民館　　内容：合同会議

単独パトロール
情報交換

11／５
山形・宮城県境南部
　場所：村山総合支庁本庁舎　　　　内容：合同会議

単独パトロール
情報交換

10／６
山形・福島県境
　場所：福島県会津地方振興局庁舎　内容：合同会議

単独パトロール
情報交換
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（南東北三県、３政令市）で一斉に実施

　　監視カメラの設置　　　　現有台数：監視カメラ５台、抑止カメラ13台

　平成22年度に、監視カメラ（４台）及び抑止カメラ（６台）を設置。更に、平成24年度か

らは監視カメラ（１台）及び抑止カメラ（７台）を増設し、不法投棄常習箇所を中心に常時

監視。

　　＜監視カメラ保有状況＞

　　　◇山形県保有カメラ（購入Ｈ22：10台（４台・６台）Ｈ24：８台（１台・７台））

　　不法投棄１１０番電話の設置

　　　各支庁環境課に設置して、広く県民からの情報収集に努めている。

　　不法投棄防止協力協定の締結　通報：９協定　啓発：６協定

　　＜目的＞

　　　・監視・・行政の監視の届かない部分について、民間団体から通報してもらう。

　　　・啓発・・より広く不法投棄防止の啓発を行う。

　　＜役割分担＞

　　　○　県　：監視・・ステッカー、マニュアルの作成及び団体への説明会の実施等

　　　　　　　啓発・・ポスター、チラシ等啓発資料の提供

　　　○団体：不法投棄情報の提供、車輌へのステッカー貼付による啓発等

　　　　　　　ポスター、チラシ等啓発資料の店舗掲示、利用者への配布

時　期 場　　　　所 違　　反　　等

Ｈ26年度

11／６ 国道13号線（米沢市刈安地内） 指導あり（許可証の写し不所持１件）

Ｈ27年度

10／ 20 国道47号線（舟形町長沢地内） 事案発生により中止

村山 最上 置賜 庄内 計

監視 ２台 １台 １台 １台 ５台

抑止 ３台 ２台 ４台 ４台 13台

区分 年度 締　結　日 締　　結　　団　　体

通報

Ｈ17 10月３日（Ｈ26．4．1更新）
山形県ハイヤー協会（会員数79社）
※通報実績（Ｈ19遊佐町、Ｈ23山形市）

Ｈ18 ９月29日（Ｈ27．4．1更新）
山形県森林組合連合会（15組合）

（一社）日本自動車連盟山形支部（３事務所）

11月１日（Ｈ27．4．1更新） 東北電力㈱山形支店（11営業所等）

Ｈ21 ２月５日（Ｈ28．2．5更新） ㈱ＮＴＴフィシリテーズ東北山形支店

Ｈ26 ９月３日
佐川急便㈱南東北支店

日本郵便㈱山形南郵便局
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　　廃棄物適正処理監視員の活動（Ｈ９～）

　不法投棄、野焼き等の不適正処理に対する監視・指導を行うために平成９年度から各支庁

に配置（現在５名）。不法投棄監視の他に、最終処分場、焼却施設等の監視、立入検査を行っ

ている。

○活動実績（延べ監視件数）

　　行政処分の強化

　悪質な廃棄物処理法違反事案に対しては、刑事告発により厳しく対処するとともに、厳正

かつ迅速な行政処分を実施している。

　　山形県産業廃棄物不適正処理防止対策等連絡協議会

　不適正処理、不法投棄等を防止するため、意見交換や情報交換を行い、事案ごとに迅速、

的確な対応を図っている。

区分 年度 締　結　日 締　　結　　団　　体

通報 Ｈ26 ９月３日
赤帽山形県軽自動車運送協同組合

ヤマト運輸㈱山形主管支店

啓発

Ｈ20 10月８日
㈱セブンイレブン・ジャパン（131店舗）

㈱ヨークベニマル（13店舗）

Ｈ21 ２月17日 ㈱サークルＫサンクス（50店舗）

Ｈ22 10月５日
イオン㈱（50店舗）（イオンリテール㈱、マッ
クスバリュ東北㈱、㈱ジョイ、㈱マイカル）

11月８日 ㈱ローソン（59店舗）

Ｈ23 ２月17日 ㈱ファミリーマート（85店舗）

年度 出動日数 不法投棄 野焼き 排出事業者 処理業者
H24 1，009．50 2，095 83 247 376
H25 1，006 2，195 51 213 198
H26 975．5 1，347 70 286 390

構成
酒田海上保安部、山形県環境エネルギー部循環型社会推進課、警察本部生活
環境課（事務局）、（一社）山形県産業廃棄物協会

開催 平成27年８月５日

Ｈ
25
年
度

○収集運搬業の許可取消　４社４件
○産業廃棄物処理施設の許可取消　１社１件
○不許可処分　３社３件

Ｈ
26
年
度

○収集運搬業の許可取消　５社５件
○産業廃棄物処理施設及び処理業の停止　１社１件
○不許可処分　２社２件

Ｈ
27
年
度

○収集運搬業の許可取消　３社３件
○不許可処分　１社１件
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【開催概要】

　１　日　時　 平成28年２月４日（木） 13：30 ～ 16：40
　２　場　所　 ヒルズサンピア山形　２F　蔵王

　３　参加者　 77名　　

　　　　　　　【内訳】

　　　　　　　　大 学 ・ 研 究 機 関 等　 ８名

　　　　　　　　排 出 事 業 者 等　 14名
　　　　　　　　行政機関・支援機関等　 15名
　　　　　　　　産 廃 処 理 業 者 等　 40名
　４　概　要 
　　　排出事業者・処理業者・大学等研究機関・行政等の発表及び交流を目的として開催した。

　５　研究事例等の紹介 
　　奥　排出事業者におけるリサイクル等の取組み事例の紹介

　　　　「米副産物からのリン成分・高純度タンパク質の同時回収・精製プロセスの開発」

　　　 　三和油脂株式会社　研究二課　課長　遠藤　修二郎　氏

　　芋　大学における研究事例の紹介

　　　①「林産廃棄物の化学成分利用」

　　　　　山形大学農学部　教授　芦谷 竜矢 氏
　　　②「オールドバイオテクノロジーを用いたバイオマスの利用」

　　　　　山形大学大学院理工学研究科　助教　矢野　成和　氏

　　　③　学生による発表

　　　　　～　 交 流 タ イ ム　（ポスター発表）　～

　　　④「儲け続けるために必要な戦略経営とは何か？」

　　　　　山形大学大学院理工学研究科　教授　志村　勉　氏

　　鰯　説　明

　　　①「エコアクション21について」

　　　　　特定非営利活動法人環境ネットやまがた（エコアクション21地域事務局） 
　　　　　事務局長　大場　健一　氏

　　　②「県の循環型産業支援施策紹介」

　　　　　山形県環境エネルギー部循環型社会推進課　課長補佐　高橋　耕太郎　氏

　　允　ポスター発表及び展示

　　　①　山形大学大学院理工学研究科 　　

　　　　・「液相反応による未活用資源の有効活用」（※ ○は発表者）

　　　　　　○ 畑中　菜緒　氏、高橋　卓也　氏、菅野　太一　氏、多賀谷　英幸　氏

　　　　・「選択式自己組織化反応による資源の機能化」（※ ○は発表者）

　　　　　　○ 目黒　郁乃　氏、和田　瑞生　氏、小藤　翔　氏、 多賀谷　英幸 氏
　　　　・「Leuconostoc mesenteroides由来不溶性グルカンからのニゲロオリゴ糖生産」

　　　　　　大橋　陽　氏

　　　　・「新規キトサン分解菌の探索とキトサナーゼの精製」

　　　　　　高橋　譲　氏

環境・循環型産業交流プラザの開催について
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　　　②（株）山形県自動車販売店リサイクルセンター

　　　　　「使用済み自動車部品を活用した開発商品」

　　　　　　冨樫　亜希　氏

　　　③　山形県環境エネルギー部循環型社会推進課

　　　　　「山形県リサイクル認定製品」（パネル展示）

　　　　　「山形県リサイクルシステム認証制度」（パネル展示）

三和油脂株式会社　研究二課

課長　遠藤　修二郎　氏

山形大学農学部

教授　芦谷　竜矢　氏

山形大学大学院理工学研究科

助教　矢野　成和　氏

山形大学大学院理工学研究科

教授　志村　勉　氏

山形大学大学院理工学研究科の展示 （株）山形県自動車販売店リサイクルセンターの展示

特定非営利活動法人環境ネットやまがた

（エコアクション21地域事務局） 

事務局長　大場　健一　氏

県環境エネルギー部循環型社会推進課

課長補佐　高橋　耕太郎　氏

山形県環境エネルギー部　循環型社会推進課の展示
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交流タイム（ポスター発表）の様子

会場の様子
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山形県環境エネルギー部　循環型社会推進課長　佐　藤　孝　喜　

　貴協会及び会員の皆様には、日頃から廃棄物の不法投棄の未然防止やごみゼロやまがたの推進

をはじめ、本県における循環型社会システムの形成に向けた取組みに格別の御理解、御協力をい

ただき深く感謝申し上げます。

　本県では、平成24年３月、第２次山形県循環型社会形成推進計画（「ごみゼロやまがた推進プ

ラン」）を策定し、県民や事業者、行政が連携し、廃棄物の３Ｒの推進、環境関連産業の振興を図っ

てまいりました。これらの取組みにより、廃棄物排出量の削減や最終処分量の減少が図られるな

ど、本県の循環型社会は着実に進展してきました。

　一方で、少子高齢化社会に対応した廃棄物の収集処理体制の構築や大規模災害時における災害

廃棄物の処理体制の構築など、新たな課題への対応が求められてきたため、平成28年３月「ごみ

ゼロやまがた推進プラン」の中間見直しを行ったところであり、取り組むべき施策をより一層効

果的かつ的確に推進してまいります。

　さて、新年度にあたり循環型社会推進課の主な事業を紹介させていただきます。

　ごみの減量化、リサイクル対策といたしましては、「ごみゼロやまがた推進プラン」の基本目

標である「全国一ごみの少ない県」を目指し、県民、事業者等による廃棄物の３Ｒを一層推進す

るための取組みを支援してまいります。特に今年度は、事業系一般廃棄物の発生抑制を図るため

工業団地において企業連携によるモデルシステムを構築し、県内への普及を図ってまいります。

　循環型産業の振興につきましては、産業廃棄物税を活用し、３Ｒ技術の研究開発やリサイクル

施設・設備整備事業を行うともに、県内企業における循環型産業の人材育成等のハード・ソフト

両面の支援を行ってまいります。

　また、これまでも貴協会と連携しながら開催しております「やまがた環境展」につきましては、

各年代層を対象とした体験型事業を実施することにより、県民の環境に配慮したライフスタイル

への転換となるきっかけを提供してまいりたいと考えております。

　次に、廃棄物の適正処理対策につきましては、産業廃棄物の適正処理の推進や不法投棄防止対

策をより一層進めてまいります。

　特に海岸漂着物対策につきましては、平成28年９月本県において開催される「全国豊かな海づ

くり大会」のため来県される方々に自然豊かな庄内海岸を体験していただけるよう、市町村、Ｎ

ＰＯ、地域住民等と連携しながら、海岸漂着物の回収処理及び県全域における発生抑制対策を推

進してまいります。

　また、東日本大震災から5年が経過しましたが、今後発生が危惧される大規模災害に備え、災

害廃棄物の円滑かつ適正な処理の確保に向けた山形県災害廃棄物処理計画の策定に着手いたしま

す。

　以上が、平成28年度の廃棄物・リサイクル関連の主な事業ですが、「ごみゼロやまがた推進プ

ラン」を着実に実行し、低炭素・循環型社会を構築するためには、貴協会並びに会員の皆様の御

協力が不可欠でありますので、引続き御理解を賜りますようよろしくお願いいたします。　

　結びに、貴協会並びに会員の皆様の益々の御発展と御活躍を祈念申し上げ、挨拶といたします。

新　年　度　挨　拶

行 政 だ よ り
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総 合 支 庁 だ よ り

　「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」は改正等により複雑化し、廃棄物処理業に係る手続き

も煩雑化して提出する関係書類も多くなっています。そこで村山総合支庁環境課では、以下のと

おり説明会を開催します。説明会では、産業廃棄物処理業許可更新申請手続きについて説明する

ほか、廃棄物処理業を行うに当たって留意すべき事項について説明します。なお、対象者へは説

明会の開催通知を郵送しております。今年度の説明会は今回限りとなりますので、対象者は必ず

受講するようにしてください。

１　対象者

　・産業廃棄物収集・運搬業者及び特別管理産業廃棄物収集・運搬業者で、村山総合支庁管内に

　事業所（駐車場・積替え保管施設を含む）があり、平成28年８月１日～平成29年７月31日に許

　可更新期限を迎える方、及び平成27年４月20日～平成28年４月20日に新規で許可を取られた方

　・産業廃棄物処分業者及び特別管理産業廃棄物処分業者で、村山総合支庁管内に処理施設があ

　り、平成28年８月１日～平成29年７月31日に許可更新期限を迎える方、及び平成27年４月20日

　～平成28年４月20日に新規で許可を取られた方

２　日　時　　平成28年６月８日（水）  午前の部：10時00分～ 12時00分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午後の部：13時30分～ 15時30分

　　　　　　　※どちらの時間帯を受講するかは、郵送した説明会開催通知文書をご確認くださ

　　　　　　　　い。

３　場　所　　村山総合支庁　２階講堂（山形市鉄砲町二丁目19－68）

４　内　容 

　　　奥　廃棄物処理の最近の状況について

　　　芋　産業廃棄物処理業許可更新申請手続きについて

　　　鰯　委託契約、マニフェスト及び帳簿について

　　　允　優良産廃処理業者認定制度について

　　　印　実績報告書の記載方法について

産業廃棄物処理業の許可更新及び実績報告書の記載等に係る説明会の開催について産業廃村山総合支庁
環境課
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最上地域の豊かな自然や、自然を活かした取組みの一部を紹介します。

■バイオマス利用、地球温暖化防止
　最上地域では、県内の約２割にあたる、20百万

の森林資源が蓄積されており、丸太や製材のほ

か、チップなどの燃料としても利用されています。

　最上地域では森の恵みを活かす「やまがた森ノ

ミクス」の取組みが盛んで、特に熱源として多く

の施設で利用されています。

　最上総合支庁では、これからもバイオマスの熱

利用の取組みを進めていきます。

■里の名水・やまがた百選
　県では平成27年度に、県内の湧水の中で特に優れ

ているものを「里の名水・山形百選」として選定し

ています。

　最上総合支庁管内では、真室川町の「大清水（お

おすず）」が、優れた自然景観や地域の保全活動の取

組みで評価され、里の名水として選定されています。

　「里の名水・山形百選」ＨＰ

　http://www.pref.yamagata.jp/ou/kankyoenergy/050014/publicfolder201510095259652664/27meisui-yamagata100.html

■最上地域の代表的な山々
　最上地域には、加無山、神室山をはじめとする名

峰が数多くそびえています。

　余暇などを利用して訪れてみてはいかがですか。

心身をリフレッシュし、労働災害の防止に努めま

しょう！

「やまがた山」ＨＰ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　http://yamagatayama.com/

最上地域の豊かな自然を守りましょう最上総合支庁
環境課

最上総合支庁のバイオマスボイラー
年間約200ｔのチップを利用しています。

神室山の遠景

最上地域の豊かな自然は、皆様のご協力で守られます。
これからも地域みんなの力で、最上の美しい自然を守っていきましょう！
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　昨年度、山形県ではポストディスティネーションキャンペーンが開催され、国内外から多くの

お客様にご来県いただきました。また、「おもてなし山形県観光計画」を策定し、観光立県山形

の実現に向けて取り組んでいるところです。

　このような中、依然として無くならない廃棄物の不法投棄は、美しい山形の自然や景観を破壊

し、山形県や県民のイメージを大きく損ねることになります。

　さて置賜管内では昨年度、投棄者による回収を含め、10箇所の原状回復作業を実施しました。

これにより、置賜管内における不法投棄箇所数（投棄面積30m2以上）は１箇所になりました。

この回収作業には、地域住民70名以上の参加があり、また関係市町担当者の協力、一般社団法人

山形県産業廃棄物協会の会員の回収支援により行うことができました。

　今年度も「不法投棄及び海岸漂着ごみ削減強化月間（5月、10月）」においては、管内８市町で

巡回パトロールを実施します。発見された不法投棄箇所については、地域住民や関係団体の協力

を受け、原状回復作業を実施します。さらに不当投棄常習地点に監視カメラや啓発用看板等を設

置し、不法投棄の未然防止を図ってまいります。

　また秋の強化月間においては、街頭キャンペーンや廃棄物適正処理・３Rの普及啓発ポスター

と川柳の展示等の啓発活動も予定しています。さらに隣接する福島県及び宮城県との県境付近の

パトロールを実施し、不法投棄の監視を行ってまいります。

　今年度も管内市町及び関係団体等と連携し、不法投棄防止に努めてまいりますので、今後とも

ご支援くださるようお願いします。

置賜管内の不法投棄対策の取組について置賜総合支庁
環境課
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　本年９月10日（土）、11日（日）の両日、「森と川から 海へとつなぐ 生命いのちのリレー」をテー

マに、「第36回全国豊かな海づくり大会～やまがた～」が下記のとおり開催されます。

＜式典行事＞

　開催日　　平成28年９月11日（日）午前

　会　場　　酒田市民会館「希望ホール」

＜海上歓迎・放流行事＞

　開催日　　平成28年9月11日（日）午後

　会　場　　鼠ヶ関港（鶴岡市）

＜関連行事＞

　開催日　　平成28年9月10日（土）～ 11日（日）　2日間

　会　場　　庄内地域（検討中）

　水産業の振興を目的とし、海や湖沼・河川の環境保全の大切さを広く国民に伝えて行くために

毎年各地で開催されており、全国から多数の御来賓、御来場者をお迎えします。本大会は、山形

県の水産業の魅力や豊かな海につながる森づくりや川づくりの取組みを全国に発信する絶好の機

会であり、大会の成功に向け、関係者一丸となって全力で取り組んでいるところです。

　庄内総合支庁環境課では、豊かな海を保全するとともに、全国から本県を訪れる方々を美しい

環境でお迎えするため、例年行っている不法投棄防止対策・海岸漂着物対策に加え、環境美化運

動を強化していくこととしております。

＜海づくり大会にむけた海岸清掃作業＞

　日　程　　８月28日（日）

　会　場　　マリンパークねずがせき

　日　程　　９月４日（日）

　会　場　　湯野浜海水浴場周辺

　このほかに、海岸に限らず、観光地周辺や主要道路沿線などで不法投棄防止パトロールや環境

美化などの取組みを展開していく予定です。多くの方々から参加・御協力いただきますよう、よ

ろしくお願いします。

「第36回全国豊かな海づくり大会～やまがた～」が開催されます「第36庄内総合支庁
環境課
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第36回全国豊かな海づくり大会～やまがた～　ホームページ

ＵＲＬ：http://yutakanaumi-yamagata36.jp/
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支 部 だ よ り

最    上    支    部最    上    支    部

支 部 だ よ り

最    上    支    部最    上    支    部

日　　時
平成27年度

平成27年４月～平成28年３月

内　　容

平成27年度の事業計画：適正処理推進事業の実施

※平成27年度に作成した看板（プラスチック製のプレート）の設置状況と、　　

　最上支部の活動への感想

　舟形町役場　税務福祉課

　大蔵村役場　健康福祉課

　　　　　

コメント

※平成26・27年度に看板（プラスチック製のプレート）を作成し各市町村に　

　配布いたしました。

　　最上地区の八市町村は、そのほとんどが森林に囲まれており、不法投棄も

　多々ありました。

　　最上支部では不法投棄防止の呼びかけとし、以前より住民の方々の目にも

　止まるように、のぼり旗等の作成を行っておりましたが、市町村の担当の方

　とも相談をし軽くて取扱いやすい看板にしてみました。

　　実際どのような場所に設置して、効果はどうなのか・・・。と思い、二町

　村の担当者の方々にご協力をいただき、コメントを頂戴いたしました。

◎舟形町役場　税務福祉課健康班（伊藤 誠宏氏より）

　　舟形町の若鮎温泉は、県内44市町村最後の温泉として話題になり、コテー

　ジと併せて町内外多くのお客様から利用して頂いております。

　　それに伴い、若あゆ温泉への道路脇に空き缶等の多くの不法投棄物が散乱

　し、困惑していたところです。そのような中、最上支部で作成した看板を地

　元建設業者の協力を得て設置したところ、通行者の意識改善が図られたのか、

　以前に比べ不法投棄物が減少したようです。

　今後も関係機関の協力を得ながら不法投棄防止に努めてまいります。

◎大蔵村役場　健康福祉課（東谷 英真氏より）

　　貴団体より寄贈されたプレート（看板）を、生活ゴミ等の不法投棄が絶え

　ない林道合海地内に、最上総合支庁環境課から期間貸与された監視カメラと

　合わせて設置したところ、相乗効果で著しく不法投棄が減少いたしました。

　また、昨秋に肘折地区住民、最上支部、山形森林管理署最上支署、最上総合

　支庁環境課から協力をいただき、本村金山地区から鍵金野地区周辺の不法投

　棄撤去作業を行いました。実際に撤去作業に入ると、住民の協力と最上支部

　の運搬作業などのご協力により、あっという間に作業が終了しました。

　　これから、雪解けを待って、地区代表とも相談しながらプレート（看板）　

　を設置し、不法投棄防止に努めたいと思います。

　　これからもよろしくお願いいたします。

※お忙しい中、コメント有難うございました。
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置    賜    支    部置    賜    支    部

事 業 名 研修会及び新年会

日　　時 平成28年２月３日（水）　15：30～

場　　所 赤湯温泉 　「瀧波」

参加人数 28名

内　　容

廃棄物の適正処理について

　講　　師　置賜総合支庁保健福祉環境部環境課　

　　　　　　課長補佐（廃棄物対策担当）前田　学　氏

コメント

廃棄物不適正処理の実例を基に解かりやすく解説をして頂きました。

廃棄物適正処理の重要性が理解できました。

研修会後、懇親会を開催し支部会員の親睦を深めた。
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庄    内    支    部庄    内    支    部庄    内    支    部庄    内    支    部

事 業 名 産廃排出事業者・産廃処理業者　合同研修会

日　　時 平成28年２月３日（水）13：30～ 15：30

場　　所 グランド　エルサン　（鶴岡市）

参加人数 会員50名、建設業者51名、宅建業者５名　合計106名

内　　容

講　師：庄内総合支庁　保健福祉環境部　環境課

　　　　　　　　　　　　　　廃棄物対策専門員　村岡　　悟　氏

テーマ：「廃棄物処理法及び手続きについて」

講　師：庄内総合支庁　保健福祉環境部　環境課

　　　　　　　　　　　　　　主査　神田　善弘　氏

テーマ：「不適正事例について」

講　師：庄内総合支庁　保健福祉環境部　環境課

　　　　　　　　　　　　　　技師　正路　直己　氏

テーマ：「廃棄物の現状について」

コメント

　今回は庄内総合支庁環境課から３名の講師をお招きし講演して頂きました。

　排出事業者の責任・義務や最近の指摘事項や罰則等、身近な事例を交えた講

演で、関心の高いものでありました。

　特に、最近新聞等で話題となった廃棄物処理物業者による廃棄物食品の流通

事件を例に廃棄物処理業者の適正処理の徹底、排出事業者の責任・適正処理の

確認の重要性を改めて実感させられる研修となりました。

〈講　演〉
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青 年 部 会 だ よ り

スプリングカンファレンス2016の開催について

　平成28年３月４日（土）全国産業廃棄物連合会青年部協議会のスプリングカンファレンス

2016が北海道・東北ブロック協議会主管のもと仙台で開催されました。この会は全国各地の

情報交換など毎年行っている全国部会長会議でもあり、この度は部会長の他、数多くの部会

員からもお越しいただき総勢174名の参加となりました。目的は東日本大震災から５年が経

過した被災地に足を運び、現地の現状を視察するとともに当時の状況を振り返り、復興のた

めにできることは何かを考えることであります。

　当日はまず初めに海岸沿いで、最高９メートル程の津波により合わせて１, 000人近くの犠

牲者を出した名取市閖上地区と仙台市若林区荒浜地区を訪問し、全員で献花と黙祷を行い多

くの方々のご冥福をお祈りしました。

   
　その後、勉強会場に移動し 第１部 「災害廃棄物の広域処理業務を終えて」という演題で

秋田県青年部会高島部会長の話を聴講し、第２部「震災当時の県内会員の災害廃棄物対応に

ついて」というテーマで、東北６県の部会長がパネリストとなりパネルディスカッションを

行いました。もし自分の地元で災害が発生した時にどのような行動を取るべきなのか、或い

は産廃業者としてどんな貢献ができるのかといった事を、それぞれ考えさせられる内容であ

りました。この勉強会を通して、産業廃棄物業界として果たすべき使命とその役割について、

参加者が何らかの気づきを得ていただけたのであれば幸いであります。

 　来年の３月４日は第10回全国大会が同じく仙台にて開催されます。被災地の復興を促進

する支援事業を予定しておりますので、今後ともご理解ご協力の程よろしくお願い致します。

（株式会社 荒正 　荒井　寛）　
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新規入部会員の紹介

青年部会へご入会下さい !

●部会員を募集しております。●
対　象：協会に所属する企業の45歳以下の男女

年会費：１名につき年額12，000円

お問い合わせは事務局まで

☎０２３－６２４－５５６０

井　上　洋　輔 井上工業　株式会社（寒河江市）

川　村　将　宏 山形環境保全協同組合（山形市）

森　髙　啓　至 東日本コベルコ建機㈱南東北支社　山形営業所　（山形市）

（敬称略）　
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優良産廃処理業者認定制度について

　当協会では、「優良産廃処理業者認定制度」における、認定事業者拡大に向けての取り組

みを図ってまいります。現在、会員企業における認定状況は下記の通りです。　

事 務 局 だ よ り
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広告掲載の募集

平成28年度講習会日程

　機関誌「産廃やまがた」の広告掲載を募集しております。

　貴社のＰＲ営業案内など、イメージアップにもご利用ください。

　広告掲載は会員外の方でもご利用できます。

　「産廃やまがた」は、協会ホームページにも掲載しております。

　お申込みは、協会事務局までご連絡ください。

・広告掲載料金

　Ａ４　カラー　全　面　50, 000円　　１／２面　25, 000円

　Ａ４　白　黒　全　面　30, 000円　　１／２面　15, 000円

※　修了証が発行されるまでに約２週間かかりますので、許可期限の近い方は特にご注意く

　ださい。

※　受付情報等の最新情報は

　　協会ホームページ（http://www.yamagata-sanpai.or.jp）
　⇒　講習会（随時更新中）

山形会場 ： 大手門パルズ（山形市木の実町12－37）

講習会の種類 期　　日 定　員

産業廃棄物（特別管理産業廃棄物）
収集運搬課程（更新）

【期間：１日】
平成28年７月14日（木） 150名

特別管理産業廃棄物管理責任者
【期間：１日】

平成28年７月15日（金） 150名

産業廃棄物収集運搬課程（新規）
【期間：２日】

平成28年11月15日（火）
　　　　　～ 16日（水）

150名

産業廃棄物（特別管理産業廃棄物）
処分課程（更新）
【期間：２日】

平成28年12月６日（火）
　　　　　～７日（水）

100名
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平 成 27 年 度 事 業 実 施 状 況

月 日 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

４ ３（金） 協会　第１回三役会（協会事務所）

７（火） 協会　第１回産廃やまがた編集委員会（協会事務所）

９（木） 全産廃連　平成27年度許可申請に係る講習会講師研修会（横浜市）　　～ 10日

10（金） 青年部会　第７回役員会（緑町会館）

15（水） 協会　表彰審査会（協会事務所）

〃 協会　第２回三役会（協会事務所）

16（木） 第12回北海道・東北地域協議会　会長会議（盛岡市）

21（火） 村山支部　第３回通常総会（ホテルメトロポリタン山形）

24（金） 青年部会　第３回通常総会・研修会（山形国際ホテル）

27（月） 全産廃連　平成27年度正会員事業研修（東京）

28（火） 協会　監査（協会事務所）

５ ８（金） 協会　第３回三役会（ホテルメトロポリタン山形）

〃 協会　第８回理事会（ホテルメトロポリタン山形）

13（水） 庄内支部　第３回通常総会（ホテルリッチ&ガーデン酒田）

15（金） 平成27年度会員名簿発行

〃 機関誌「産廃やまがた」第62号発刊

18（月） 最上支部　第３回通常総会（新庄玉姫殿）

20（水） 山形県再生骨材協同組合通常総会（山形グランドホテル）

22（金） 置賜支部　第３回通常総会（東京第一ホテル米沢）

27（金） ごみゼロやまがた推進県民会議総会（県庁）

６ ９（火） 協会　第３回通常総会（ホテルメトロポリタン山形）

10（水） 第５7回北海道･東北地域協議会（仙台市）

12（金） 全産廃連　第５回定時総会（明治記念館）

〃 やまがた環境展2015　第１回実行委員会（県庁）

７ ３（金） 全産廃連青年部協議会　北海道・東北ブロック協議会　第14回総会（盛岡市）

７（火） 協会　第４回三役会
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月 日 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

７ 10（金） やまがた環境展2015　第２回実行委員会（県庁）

15（水） 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物 収集運搬課程（更新）講習会（大手門パルズ）

16（木） 特別管理産業廃棄物管理責任者講習会（大手門パルズ）

24（金） 協会　第１回支部長会議（緑町会館）

〃 全産廃連青年部協議会　第17回通常総会（東京）

31（金） 全産廃連　平成27年度第１回全国正会員事務局責任者会議（東京）

８ ４（火） 青年部会　第８回役員会（緑町会館）

５（水） 山形県産業廃棄物不適正処理防止対策等連絡協議会（県警本部）

９ ３（木） 青年部会　第９回役員会（緑町会館）

〃 北海道・東北地域協議会　第24回事務局担当者会議（仙台市）

６（日） 最上支部　視察研修（台湾）　～９日

８（火） 循環型産業トップセミナー（ヒルズサンピア山形）

９（水） 会員外理事による産業廃棄物処理施設見学会（山形市・中山町）

10（木） 北海道・東北地域協議会　第12回事務局長会議（秋田市）

11（金） 行政懇談会（あこや会館）

24（木） 産業廃棄物適正処理推進研修会（ヒルズサンピア山形）

28（月） 機関誌「産廃やまがた」第63号発行

30（水） ごみゼロ推進功労者表彰審査会（村山総合支庁）

10 ８（木） 青年部会　視察研修（島根県）　～９日

14（水） やまがた環境展2015　第３回実行委員会（県庁）

15（木） 協会　第５回三役会（協会事務所）

〃 協会　第９回理事会（緑町会館）

〃 置賜支部　視察研修（函館市）　～ 16日

16（金） 村山支部　研修会（ヒルズサンピア山形）

19（月） 第57回北海道･東北地域協議会（青森市）

24（土） やまがた環境展2015（山形国際交流プラザ）　～ 25日

29（木） やまがた環境展2015調整会議（山形国際ホテル）

11 ５（水） 村山支部　視察研修（佐賀県）　～７日
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月 日 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

11 ６（金） 第14回産業廃棄物と環境を考える全国大会（ホテルニューオータニ佐賀）

11（水） 産業廃棄物排出事業者研修会（ヒルズサンピア山形）

12（木） 庄内支部　視察研修（大阪）　～ 14日

17（火） 第13回北海道・東北地域協議会会長会議（福島市）

20（金） 第１回山形県産業廃棄物税評価・検証委員会（あこや会館）

26（木） 産業廃棄物　収集運搬課程（新規）講習会（大手門パルズ）　～ 27日

12 ３（木） 協会　第６回三役会（協会事務所）

16（金） 青年部会　第10回役員会（緑町会館）

１ 15（金） 第２回山形県産業廃棄物税評価・検証委員会（県庁）

〃 全産廃連　法人化30周年記念講演会・賀詞交歓会（明治記念館）

〃 機関誌「産廃やまがた」第63号発刊

19（火） 全産廃連　平成27年第２回マニフェスト推進委員会（全産廃連会議室）

25（月） 協会　第７回三役会（協会事務所）

28（木） やまがた環境展2015　第４回実行委員会（県庁）

29（金） 全産廃連　平成27年度第２回全国正会員事務局責任者会議（東京）

２ ３（水） 置賜支部　研修会、新年会（瀧波）

〃 庄内支部　産廃排出事業者・産廃処理業者合同研修会（グランドエル・サン）

４（木） 環境・循環型産業交流プラザ（ヒルズサンピア山形）

12（金） 不法投棄防止専門部会（山形国際ホテル）

22（月） 全産廃連　平成28年度許可講習会における事務取扱説明会（全産廃連会議室）

24（水） 協会　第８回三役会（協会事務所）

26（金） 全産廃連　平成27年度全国正会員会長・理事長会議（ホテルオークラ神戸）

３ ２（水） 協会　第２回産廃やまがた編集委員会（協会事務所）

４（金） 全産廃連青年部協議会　スプリングスカンファレンス2016（仙台市）

８（火） 協会　第10回理事会（山形国際ホテル）

10（水） ごみゼロやまがた推進県民会議三役会（県庁）

23（水） 全産廃連　人材育成方策検討結果報告会（東京）
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協会ホームページ（会員専用）掲載情報（１月～４月）協会ホームページ（会員専用）掲載情報（１月～４月）

タ　　イ　　ト　　ル 分　類 掲載日

「不適正改造車を排除する運動」への協力について 通知等 ４月21日

てき丸君News-第25号（2016. 4. 8） 全産廃連広報 ４月11日

平成28年度「春のエコ通勤・エコドライブ推進県民運動」の

実施について
通知等 ３月30日

てき丸君News-第24号（2016. 3. 11） 全産廃連広報 ３月11日

人材育成方策検討結果報告会の開催について 研修会等 ３月 3日

平成28年度山形県３R研究開発事業費補助金に係る事業計画

の募集について
通知等 ２月24日

平成28年度山形県循環型産業施設整備事業費補助金事業計画

の募集について
通知等 ２月24日

「廃棄物処理におけるジカウイルス感染症対策」について 通知等 ２月23日

人材育成モデル研修会と受講者の募集について 研修会等 ２月23日

廃棄物処理におけるジカウイルス感染症対策について 通知等 ２月12日

てき丸君News-第23号（2016. 2. 10） 全産廃連広報 ２月10日

転倒災害の防止に向けた取組について（協力要請）～　

STOP！「転倒災害プロジェクト」による転倒災害の防止～
通知等 １月28日

産業廃棄物処理業者により食品が転売された事案について

（通知）
通知等 １月21日

廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則等の一部を改正

する 省令等の施行について（通知）
通知等 １月 7日

廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令の一部を改正する 
政令等の施行について（通知）

通知等 １月 7日

てき丸君News-第22号（2016. 1. 7） 全産廃連広報 １月 7日
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仲　野　健　兒

荒　井　　　寛

岡　崎　信　広

斎　藤　　　健

西　原　政　範

丹　治　正　彦

編 集 委 員 長

編 集 委 員

◆ 産廃やまがた編集委員 ◆
産廃やまがた 65号

平成28年５月16日発行

編集：「産廃やまがた」編集委員会

発行：一般社団法人山形県産業廃棄物協会

〒990－0041

山形市緑町一丁目９－30　緑町会館６Ｆ

TEL  023－624－5560　FAX  023－624－5360

編集協力・印刷：コロニー印刷（山形福祉工場）

　山形県庁の廃棄物担当行政職員も変わり又、編集委員も丹野さんから岡崎さんに代わり、新

たな平成28年度になりました。今後とも『産廃やまがた』をご愛読をお願します。

　『産廃やまがた』は、協会会員皆さんの機関誌ですので、会員の投稿原稿や俳句・短歌・川

柳等を大いに歓迎しますので細部は、事務局までお願いします。

　表紙の写真ですが、県内のお祭りを県内外に発信して山形県の観光に役立てたいと思います

ので、おらが町の祭り写真等が有りましたらどしどしご投稿をお待ちしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「真室川梅まつり」は、特別豪雪地帯にも指定されている雪深い真室川町に春の訪れを告げるイベン

トとして、約半世紀もの間多くの方に親しまれてきているまつりです。

民謡「真室川音頭」の一節にも登場するなど、真室川町のシンボルである梅は、寒冷な気候であるた

めに周辺よりも開花が遅く、例年４月下旬～５月初旬に桜・桃と同時に満開となり見頃を迎えます。

　毎年５月３日は真室川公園内で「観梅会」が催され、多彩なステージイベントやご当地グルメが味

わえる屋台村が登場し、春を待ち望んでいた多くの来場者で賑わいます。

　まつり期間　毎年４月下旬～５月初旬

　観　梅　会　毎年５月３日

　会　　　場　真室川公園　梅400本、桜100本のほか、桃、楓、銀杏、ブナ、白樺など多様な木々があり、

　　　　　　　春から秋にかけて様々な顔を見せ町民の憩いの場として親しまれている。

編集後記

真室川梅まつり
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